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要約 

牛 Clostridium perfringens（以下、CP）感染症は牛の突然死を引き起こす重大な

疾病である。令和 4 年 8月と令和 5年 10月に管内酪農場にて CP感染症による突然死

が発生した。当該牛の直腸便中から 2.2×106～2.5×107 CFU/gの CPが確認された。し

現在、牛 CP感染症では小腸内容物中 CP数の指標は存在するが、直腸便中における CP

数の指標は存在しない。そこで、令和 5年 10月に CP感染症の発生があった農場 1戸

および発生の無い農場 6戸において、健常成牛の直腸便 40検体を用い CPの分離培養

試験を実施し、CP数を比較した。その結果、発生のあった農場においてのみ CPが分

離された。また、CP が分離された農場の牛 20頭について抗体検査を実施したとこ

ろ、抗体価は 400～3200≦であり、農場全体が CPに汚染されていることが確認され

た。直腸便中 CP生菌数を評価することは、CP感染症発症リスクを予測するのに有効

である可能性が示唆された。 

 

はじめに 

牛の CP感染症は、CPを病原体とし

た、天然孔からの出血や、下痢便、血

便または便秘を特徴とし、しばしば突

然死を引き起こす疾病として知られて

いる。 

事例紹介 

管内 A農場は、ホルスタイン種成牛

73頭を対頭式つなぎ牛舎で飼養する中

規模酪農農家である。令和 4年 8月 21

日に成牛 1頭が下痢を呈し死亡した。

その数日後には下痢、粘血便を伴う死

亡が発生し、その後も下痢を主訴とし

た死亡が続発した。直腸便中から、4×

105～7.6×108 CUF/gの CP が分離され、

小腸内用物中から 1.9×105 CUF/gの CP

が分離された個体もおり、CPの異常増

殖が確認された（表 1）。また、飼養牛

20頭について CP毒素に対する血中抗

体価を測定したところ、有症牛 6頭は

すべて抗体価 3200以上であり、健常牛

は抗体価 800以上であった（図１）。 

 

 

 

 

 

表１ A 農場における CP 感染症事例 



 

 

 

 

 

 

また環境検査では、敷料の一部から

CPが分離された他に、給餌していた飼

料中から 8.4×104 CFU/g の CPが分離

された。給餌飼料の原料であるビート

パルプや井水では CP は分離されなかっ

たが、井水を溜めた貯留水中から 3.6

×104 CFU/gの CPが分離され、貯留水

中で CPが増殖していたことが判明し

た。この飼料の給餌をやめることと、

牛嫌気性 5種混合ワクチンを接種する

ことでこの農場での CP感染症は沈静化

した。 

管内 B農場は、ホルスタイン種成牛

76頭を対尻式つなぎ牛舎で飼養する中

規模酪農農家である。令和５年 10月４

日に、成牛 1頭が起立不能・黒色下痢

を呈し死亡した。その後も便異常を伴

う死亡が続発した（表２）。B農場にお

いても、現状把握のため、抗体検査を

実施したところ、検査した健常牛 20頭

はすべて抗体価 400 以上であり、牛群

全体が CPの影響を受けていることが分

かった（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境検査では、飼槽や牛床から CP

が分離されたが、明確な汚染源は特定

できなかった。牛嫌気性 5種混合ワク

チン接種後、今のところ新たな発生は

ない。 

今回牛群の血中 CP毒素抗体価を測

ることで、農場の CP汚染を知ることが

できた。CP感染症は経過が早く、発生

のリスクを事前に知ることは非常に重

要である。しかし、血中抗体価測定に

は、採血の手間や、外部委託のため結

果が判明するまでに時間を要するとい

う欠点がある。そこで、低侵襲かつ簡

便に評価する方法として、直腸便中の

CP定量培養の評価法を試みた。 

現在、CP感染症における CP数評価

図１ A 農場における血中 CP 毒素抗体価 

表２ B 農場における CP 感染症事例 

図２ B 農場における血中 CP 毒素抗体価 

 



は、小腸内容物によって行われている

が、直腸便における評価基準は存在し

ない［１］。そこで我々は、健常牛直腸

便中の CP数を定量し、CP数の標準値

を得るとともに、今回発生のあった B

農場の健常牛直腸便中 CP数と比較し

た。 

材料及び方法 

CP発生農場で飼養されている健常牛

の直腸便６検体と、CP非発生農場の酪

農と肉用繁殖牛農家併せて６農場で飼

養されている健常牛の直腸便５～７検

体を用いて、定法に従い CPを分離し、

定量を行った。分離菌の同定は API20-

A（アピケンキ、BioMérieux）を用い、

APIweb（URL: 

https://apiweb.biomerieux.com/login

）により判定した。分離された CPにつ

いては薬剤感受性試験（ディスク法）

を定法に従い実施し、さらに PCR法に

より毒素型別試験を実施し、毒素型 A

～Gに分別した［2］（表３）。 

 

 

 

 

 

 

結果 

非発生農場においてはいずれの農場

においても CPは分離されず、発生農場

でのみ分離され、CP数は最も少なくて

2×103 CFU/g、多くとも 4.6×104 

CFU/gであった（表４、５）。また、分

離された CPの薬剤感受性試験では、明

らかな耐性を示す株は認められず、毒

素型別試験の結果、分離された株はす

べてＡ型であった（表５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

CP感染症の発生の無い農場では、健

常牛の直腸便中に CPが存在することは

ほとんどないことが分かった。一方

で、直腸便中に CPが高頻度に認められ

る場合、農場が CPに汚染されているこ

とが考えられ、CP感染症の発生リスク

が高い可能性が考えられる結果となっ

た。 

 

 

 表３ 採材農場一覧 

 

 表４ 各農場における CP 分離状況 

 

 表５ 分離 CP 数と性状 

 



総括 

A農場と B農場で発生した CP感染症

は、CPによる農場汚染が原因であり、

牛群の血中 CP毒素抗体価を測定するこ

とで確認することが出来た。また、健

常牛直腸便中から高率に CPが分離され

る場合においても、CPによる農場汚染

が考えられる可能性があることが分か

り、CP感染症発生リスクを予想できる

可能性が考えられる結果となった。 

今後も引き続きデータを採取してい

き、本仮説について検証していきた

い。 
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